
大項目 中項目 小項目 大項目 中項目 小項目
1 策定に当たって （前文） 1 策定に当たって （前文）

2 国保匝瑳市民病
院の現状

１）外部医療環境 a

b

c

人口（現在の人口構造、将来の人口構

造、将来の推計患者数）

医療機能（病院数、病床数、一般診療

所、医療従事者、病院機能）

患者動向（疾病別患者動向、地域別患

者数）

2 国保匝瑳市民病
院の現状

１）外部医療環境

２）内部経営状況 a

b

経営状況（決算状況、医療提供体制、

患者数、病床利用率と平均在院日数、救

急患者）

財政負担の状況

２）内部経営状況

3 １）機能について a

b

入院機能

診療科

3 前回改革プラン
の評価

１）役割の評価 a

b

入院機能

診療科

２）救急医療への対応 ２）指標の評価 前回指標：経常収支比率、職員給与費

率、病床利用率、1日平均入院患者数、1

日平均外来患者数、手術件数

4 一般会計負担の
考え方

１）繰り出し基準の整理 ３）数値目標達成に向け

た取組の評価

a

b

c

民間的経営手法の導入

経費節減・抑制対策

収入増加・確保対策

２）一般会計等からの繰

入金の見通し

4 １）地域医療構想を踏ま

えた果たすべき役割

a

b

c

病床機能

外来機能

救急機能

5 １）対象年度収支計画 ２）2025年における具体

的な将来像

２）財務に係る数値目標 ３）地域包括ケアシステム

の構築に向けた役割

a

b

在宅医療に関する役割

住民の健康づくりの強化に当たっての役割

３）数値目標達成に向け

た具体的な取組案

a

b

c

民間的経営手法の導入（業務委託、管

理会計）

経費節減・抑制対策（職員給与費の適

正化、医薬品・材料費の削減、その他経費

の削減）

収入増加・確保対策（患者の確保、病床

利用率の向上）

４）一般会計負担の考え

方

a

b

一般会計が負担すべき負担の範囲

算定基準

6 １）二次医療圏の公立

病院等の配置の現況

５）医療機能等指標に係

る数値目標の設定

a 医療機能・医療品質に係るもの

その他

２）都道府県医療計画

等における今後の方

向性

６）住民の理解 b （医療機能を見直した場合の、理解を促す

取組み案を記載する）

３）再編・ネットワーク化に

係る検討

5 経営の効率化 １）経営ビジョン・基本戦

略
7 １）主な経営形態の整理 ２）経営指標に係る数値

目標

a

b

c

d

収支改善に係るもの

経費削減に係るもの

収入確保に係るもの

経営の安定性に係るもの

２）経営形態の見直しの

方向性

３）経常収支比率に係る

目標設定の考え方

数値目標、黒字化の目標時期、道筋

8 点検・評価・公表 点検・評価・公表 ４）目標達成に向けた具

体的な取組

a

b

c

d

e

民間的経営手法の導入

事業規模・事業形態の見直し

経費削減・抑制対策

収入増加・確保対策

その他

５）新改革プラン対象期

間中の各年度の収支

計画等
6 再編・ネットワーク
化

１）二次医療又は構想

区域内の病院等配

置の現況

２）千葉県保健医療計

画における病院の位

置づけ

３）再編・ネットワーク化

計画

7 経営形態の見直し １）経営形態の整理 （主な経営形態それぞれのメリット等比較）

２）経営形態の見直しの

方向性

３）経営形態の見直し計

画の概要

8 新改革プラン策
定に関する都道
府県からの助言
や再編・ネット
ワーク化計画策
定への都道府県
の参画の状況

新改革プラン策定に

関する都道府県から

の助言や再編・ネット

ワーク化計画策定へ

の都道府県の参画の

状況

9 点検・評価・公表 １）体制

２）時期

３）公表の方法

　資料4　新改革プラン構成（案）
前回改革プラン 新改革プラン（案）

国保匝瑳市民病
院の果たすべき
役割

経営形態の見直
しに関する検討

再編・ネットワーク
化に関する検討

経営の効率化に
係る計画
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編

地域医療構想を
踏まえた役割の
明確化

青字：新公立病院改革ガイドラ

インが示す項目に基づく 


